
　

今
年
23
回
目
を
迎
え
た「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」

の
式
典
は
、
5
月
11
日
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
新
緑
の
美
し
い
日
比
谷
公

園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
小
雨
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
、
緑
の

少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
東
京
消
防
庁
音
楽
隊

の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
元
気
な
入
場
行
進
を
披
露

し
た
後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
加
治
屋
農
林
水

産
副
大
臣
が「
生
活
空
間
に
安
ら
ぎ
と
潤
い
を

与
え
、
国
土
保
全
・
水
源
の
涵か
ん

養
・
地
球
温
暖

化
防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
す
る『
み

ど
り
』は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が

え
の
な
い
存
在
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
守
り
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
責
務
で
あ

る
」と
開
会
の
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は

「
み
ど
り
の
文
化
賞
」

の
顕
彰
の
ほ
か
、
地

域
の
環
境
美
化
や

緑
化
に
取
り
組
む

緑
の
少
年
団
・
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の

代
表
へ
の
苗
木
と

花
の
特
別
贈
呈
、
東

日
本
大
震
災
復
興
緑

化
用
苗
木
の
贈
呈
、
山

火
事
予
防
ポ
ス
タ
ー
用
原

画
入
賞
作
品
の
表
彰
や
、
緑

の
少
年
団
代
表
の
誓
い
の
言
葉
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
23
回
森
と
花
の
祭
典
︱
「
み
ど
り
の
感

謝
祭
」が
、
全
国
か
ら
緑
の
少
年
団
な
ど
多

く
の
参
加
者
を
迎
え
、
新
緑
が
美
し
い
こ
こ

日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
誠

に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
「
み
ど
り
」は
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

に
潤
い
や
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、

生
物
多
様
性
の
保
全
、
温
暖
化
や
自
然
災
害

の
防
止
な
ど
多
く
の
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
か
け
が
え
の
な
い「
み
ど
り
」を
後
世

へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
私
た
ち

ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
森
林
や
草
木
、
花
な
ど

の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、

「
み
ど
り
」の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
も「
み
ど
り
の
月

間
」を
中
心
に
、
み
ど
り
の
学
術
賞
の
贈
賞
を

は
じ
め
、
全
国
各
地
で
植
樹
や
緑
の
募
金
な

ど
の
緑
化
関
連
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
「
育
て
よ
う　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

豊
か
な

緑
」を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
本
祭
典
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
身
近
な

「
み
ど
り
」に
触
れ
、
緑
化
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
緑
化
へ
の
取
り
組
み
が
さ
ら

に
広
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、「
み
ど
り

の
感
謝
祭
」に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

T o p i c s

　
毎
年
4
月
15
日
か
ら
5
月
14
日
ま
で
は
、
多
く

の
人
た
ち
に
緑
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
設
け
ら
れ
た﹁
み
ど
り
の
月
間
﹂で
す
。

　

森
と
花
の
祭
典
ー
﹁
み
ど
り
の
感
謝
祭
﹂は
、

み
ど
り
の
月
間
の
期
間
中
に
全
国
各
地
で
緑
に
親

し
む
各
種
緑
化
行
事
の
締
め
く
く
り
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
5
月
11
日
～
12
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
東
京
都
日
比
谷
公
園
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
併
催
さ
れ
た﹁
み
ど
り
と
ふ
れ
あ
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
﹂と
と
も
に
森
林
の
恵
み
を
実
感
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

み
ど
り
の
感
謝
祭
名
誉
総
裁

秋
篠
宮
殿
下　

お
こ
と
ば

緑の少年団員にお声をかけられる
秋篠宮同妃両殿下
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みどりの感謝祭

5月11日・12日

式典に参加した緑の少年団 　
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」は
、
緑
や
森
林
に
対

し
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕

彰
す
る
制
度
で
す
。
平
成
２
年
か
ら
、
緑
豊

か
な
国
土
と
新
し
い
森
林
文
化
の
創
造
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
公
益
社
団
法
人
国
土

緑
化
推
進
機
構
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
23
回
み
ど
り
の
文
化
賞
は
、
永
年
に
わ

た
っ
て
技
術
者
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
人
材
育
成
に
携
わ
っ
て
き
た
島
﨑
洋
路
氏

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
23
回
み
ど
り
の
文
化
賞

　

昭
和
３
年
長
野
県
駒
ヶ
根
市
生
ま
れ
。

独
自
の
間
伐
法（
保
残
木
マ
ー
ク
法
・
列

状
間
伐
）を
駆
使
し
、
山
の
赤
ひ
げ
先
生

の
異
名
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
信
州
大
学
の
教
官
と
し
て
長
年
に
わ
た

り
大
学
演
習
林
で
人
材
育
成
に
携
わ
り
、

技
術
者
の
育
成
や
全
国
各
地
で
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
数
多
く
育
て
る
な
ど
の
功
績

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者  

島し
ま
ざ
き﨑　

洋よ
う
じ路
氏

緑の少年団代表による誓いの言葉

ステージプログラム
「葉っぱのフレディ　ミニライブ」

日比谷公園の巨木に登る
「ツリークライミング体験」

樹上の冒険体験
「フォレストアドベンチャー」

　みどりとふれあうフェスティバルは、「森の恵みを見て、
触れて、食べて、感じる広場」をテーマにした、子どもから
大人まで楽しめるイベントです。
　日比谷公園を会場に、森づくり活動・木づかい運動などの
紹介や、木のクラフト、ジビエ料理などの販売のほか、ツリ
ークライミングなどの体験、ステージでの森のクイズ大会な
ど様々なプログラムも行われ、多くの家族連れなどで賑わい
ました。

会場ではジビエ料理も大人気
「鹿肉のハンバーガーとソーセージ」

木の香りいっぱいの
「かんなくずのプール」

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

「
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
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